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木	下	哲	男	 	



	

木	下	哲	男	

KINOSHITA Tetsuo 
 
 

基本情報	

	

最終所属部局・職名	 	 電気通信研究所・教授	

生年月日														1953年	9月21日	

出身学校														茨城大学	工学部	電子工学科	 	 	 	 	 	 1977年3月卒業	

出身大学院	 	 	 	 	 	 東北大学	大学院	工学研究科	情報工学専攻	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 博士課程前期２年の課程	 	 	 	 	 	 	 	 1979年3月修了	

取得学位														博士（工学）（東北大学・工第1373号）	 1993年3月授与	

略歴(職歴)  

   1979.04           沖電気工業株式会社 入社 

   1990.03-1994.09    同 総合システム研究所 知識システム研究室長（研究課長） 

   1994.10-1996.07    同 マルチメディア研究所 プロジェクトオーガナイザ（研究部長） 

   1996.08-2001.03   東北大学 電気通信研究所 助教授（採用） 

   2001.04-2010.03   東北大学 情報シナジーセンター 教授（昇任） 

   2010.04-2019.03   東北大学 電気通信研究所 教授（配置換） 

 
 

研究活動に関する情報	

	

専門分野	

	 知識工学（応用人工知能）、エージェント工学、ソフトウェア工学、	

	 分散システム工学、知能情報学	

	

研究課題	

	 ・協調分散知識処理の基礎と応用	

	 ・知識型設計方法論と知識型設計支援システム	

	 ・エージェント指向ソフトウェア技術とその応用	

	 ・知識応用システム／エージェント応用システム	



所属学会	

	 電子情報通信学会,	情報処理学会,	人工知能学会,	IEEE(米国電気電子学会),		

	 ACM(米国計算機学会),	AAAI(米国人工知能学会)	

	

学会活動	

	 電子情報通信学会  
    人工知能と知識処理・研究専門委員会 幹事	                 1991～1994 
	                      同              専門委員	             1994～現在 
                       同              副委員長	             1998～2001 
                       同              委員長	               2001～2003 
    情報システムソサイアティ 企画広報幹事	                   1996～1997 
    コンカレント工学研究専門委員会専門委員                   1999～2009 
    論文誌 査読委員                                          1993～現在 
    英文論文誌「知的 CAIとハイパーメディア小特集号」編集委員       1995 
    和文論文誌「ソフト ウェアエージェントとその応用 特集号」 
                                              編集委員会 幹事       1997 
    英文論文誌「通信シ ステム制御における分散処理特集号」編集委員   1998 
    和文・英文論文誌連携企画「ソフトウェアエージェントとその応用特集号」 
                                               編集委員会  幹事     2000 
    英文論文誌「コンカレントシステム技術特集号」編集委員            2000 
    和文・英文論文誌連携企画「ソフトウェアエージェントとその応用特集号」 
                                               編集委員会	 委員長   2002 
    ハンドブック/知識ベース編集委員会	
																		「７群７編	 分散協調とエージェント」編主任	   2007～2018 
	  
	 情報処理学会 
	 	 理事	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	              2012〜2013 
	 	 代表会員	                                    2001〜2004, 2012〜2015 
	 	 論文誌編集委員	                                          1994～1998 
	 	 会誌編集委員	                                            2012〜2013 
	 	 人工知能研究会	 研究連絡員	                              1990～1992 
	 	 グループウェア研究会 研究連絡員	                         1998～2003 
	 	 東北支部	 会計幹事	 	 	 	 	 	                            1997～1998  
	 	 	 	 同	 	 評議員	 	 	 	 	 	 	                1999～2001, 2008～2009    
	 	 	   同	 	 支部長                                         2010～2012 
	 	 平成 23年度電気関係学会東北支部連合大会	 実行委員長	            2011 
	 	 第 75回全国大会 
	 	 	 	 	 プログラム委員会・副委員長	 及び	 実行委員会・幹事	 2012~2013 
	 	 第 77回全国大会・実行委員会委員                           2014~2015 



 
	 人工知能学会 
	 	 評議員	                          1994～1996, 1998～2001, 2010～2012 
	 	 企画委員  	 	                                            1992～1993 
	 	 編集委員会 担当編集委員                       1994～1997, 2000~2001 
	

	

学術受賞	

・ 情報処理学会 平成元年度研究賞  (1989.5) 
・ 情報処理学会 平成8年度論文賞  (1997.5) 
・ 電子情報通信学会 平成12年度 業績賞 
    「情報通信システムの知的設計法の研究開発」(2001.5) 
・ 電子情報通信学会／情報処理学会 第2回科学技術フォーラム 論文賞  (2003.9) 
・ 東北総合通信局長表彰 情報通信月間表彰  
   「”災害時における情報通信システムの利用に関する検討会“の座長代理として、 
    災害時における住民の安否確認などのための情報通信システムの利活用の策定 
    に多大な貢献」 (2004.6) 
・ 電子情報通信学会 フェロー 
    「エージェント指向コンピューティング技術の研究開発への貢献」 (2006.7) 
・ 電子情報通信学会／情報処理学会 第6回科学技術フォーラム 論文賞 (2007.9) 
・ 情報処理学会 フェロー 
    「エージェントシステム技術の研究開発への貢献」 (2009.3) 
・ Outstanding Paper Award of Intelec2009  (2009.10)  
・ IEEE Senior Member  (2011.3) 
・ 平成22年度日本素材物性学会山崎賞	 (2011.6.28) 
・ Best Paper Award of Workshop of 10th International Conference on Complex,  
   Intelligent and Software Intensive System  (2016.7.6) 
	

	

特許	

	 登録特許 
  ・特許第 1729382号（平成５年１月） 
	 	 名称：分散型情報処理方式 
	 	 ［特願第 59-191445号（昭和 59年）特許出願公告第 020301号（平成４年）］ 
 



 
  ・US Patent 20,160,033,615, 2016 
	 	 名称：ACOUSTIC PROCESSING DEVICE AND ACOUSTIC PROCESSING METHOD 
	 	 発明者 K. Nakamura, K. Nakadai, T. Kinoshita, H. Takahashi, L. Sinapayen 
	 	 公開日 2016/2/4 
	 	 特許庁 US 
	 	 特許番号 20160033615 
	 	 申請番号 14/808444 
 
  主たる発明者として出願済みのもの 
  ・特願第 56-179000号  データフロー計算機の制御方式 
  ・特願第 62-266844号  知識獲得支援システム 
  ・特願第 01-065993号  システム設計における要求仕様知識の獲得方式 
  ・特願第 01-076589号  文書作成支援システム 
  ・特願第 01-087866号  情報処理装置 
  ・特願第 03-169690号  コミュニケーションプロトコル仕様設計支援方式 
  ・特願第 03-227024号  プログラム部品化支援システム 
  ・特願第 06-018885号  問題解決器選択装置 
	

	

競争的資金獲得実績	

1. 科学研究費補助金・萌芽（2001～2003） 「知的エージェントを用いた仮想
的活動空間に関する基礎的研究」（研究代表者） 

2. 科学研究費補助金・基盤 C（2004～2006） 「マルチエージェントシステム
の動特性の解析と制御に関する研究」（研究代表者） 

3. 科学研究費補助金・基盤 C（2005 ~2007) 「ユビキタス環境におけるソーシ
ャルウェア発展機構に関する基礎的研究」（研究代表者） 

4. 科学研究費補助金・基盤 C（2016 ~2018) 「可変構造マイクログリッドのた
めの自律適応型運用制御機構の開発」（研究代表者） 

5.  (財）情報処理振興事業協会・創造的ソフトウェア育成事業・受託研究 
「インターネットによる教育・会議のためのやわらかい発想支援環境の開発」 
(1996~1998)（分担） 

6. 日本学術振興会・未来開拓学術研究推進事業・受託研究 「知的で動的なイ
ンターネットワーキング｣ （1999～2003）（分担） 



7. 総務省・戦略的情報通信研究開発推進制度・受託研究「領域知識に基づくブ
ロードバンド・ネットワークシステムの利用支援技術の研究開発」（2003～
2006）（分担） 

8. 総務省・戦略的情報通信研究開発推進制度・受託研究「健康増進のための先
進的エージェントネットワークに関する研究」(2004～2007)（分担） 

9. 文部科学省・知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）「先進予防型健康社会創成
クラスター構想 (仙台市)」・受託研究,  サブテーマ:「マルチエージェント
による医療情報の知的利活用支援技術の開発」 (2007～2009)（サブテーマ
研究代表者） 

10. （財）人工知能研究振興財団・平成 13年度研究助成金「能動的情報資源に
よる知識の構造化とその利用環境に関する研究」 2001 （研究代表者） 

11. 日本テレコム(株)・受託研究「IP網上でのサービス制御・トラヒック監視の
研究」 (2004〜2005) （研究代表者） 

12. NTT・受託研究 「マッシュアップ利用型 AIRに基づく情報提供サービスの
研究開発」 (2008〜2009) （研究代表者） 

13. 日本学術振興会・二国間交流事業・韓国との共同研究による共同研究 
「マルチエージェント型マイクログリッドの構築技術の研究」（2012〜2014）
（日本側研究チーム代表） 

14. 総務省・大規模災害時に被災地の通信能力を緊急増強する技術の研究開発,  
サブテーマ:「知識型移動式ＩＣＴユニット管理運用支援技術」 (2011～
2012) （サブテーマ研究代表者）  

15. 総務省・大規模災害時における通信ネットワークに適用可能なリソースユニ
ット構築・再構成技術の研究開発, サブテーマ：”知識型リソースユニット管
理運用支援技術”,  (2012~2013) （サブテーマ研究代表者） 

16. 総務省・災害情報を迅速に伝達するための放送・通信連携基盤技術の研究開
発, サブテーマ：「放送コンテンツとネットコンテンツとの連携技術」2012 
（サブテーマ研究代表者） 

17. （株）ホンダ・リサーチ・インスティテュート・ジャパン・共同研究  
「空中群ロボット聴覚に関する共同研究」 (2014〜2016)（東北大チーム・
研究代表者） 

18. （独）科学技術振興機構・戦略的イノベーション創造プログラム・「研究領
域：レジリエントな防災・減災機能の強化」・「研究課題：災害情報の配信

技術の研究開発」・「研究題目：耐災害拠点を核としたアクセスネットワー

ク面展開の研究開発」 (2014〜2018) （分担）	  



	

教育活動に関する情報（担当授業科目）	
	

東北大学	

大学院教育科目 
  通信システム	 	 2単位                                    1998～1999 
  多元情報システム論	 	 2単位                              2001～2002 
  応用知能ソフトウェア	 	 2単位                            2003～2009 
  コミュニケーション論	 	 2単位                            2010～2018 
 学部教育科目 
  情報処理概論	 	 2単位                                    1997～1998 
	 システムソフトウェア工学	 	 2単位                        1998～2001 
  計算機ソフトウェア工学	 	 2単位                          2001～2004 
  人工知能	 	 2単位                                        2005～2018 
	 創造工学	 	 2単位                                        2002～2018 
	 基礎ゼミ	 	 2単位                                        2002～2018 

他大学	

室蘭工業大学（非常勤） 
	 大学院集中講義	 コンピュータネットワーク特論	 2単位	     1999〜2001 
茨城大学（非常勤） 
	 工学部集中講義	 電子計算機 II  2単位	                     2001〜2011 
千葉工業大学（非常勤） 
	 博士学位論文審査委員会委員	 	                         2002及び 2017 

 
大学運営に関する情報（学内委員）	
	

    史料館運営委員会                                         2004 ~ 2005 
	 	 情報基盤アクションプラン策定 PTメンバ                          2007 
	 	 全学統合電子認証システム PTリーダ	 	                    2008 ~ 2009 
	 	 情報シナジー機構 認証WG 主査  	                        2010 ~ 2012 
	 	 学務審議会委員      	      	 	                           2012 ~ 2013 
	 	 附属図書館商議会委員	 	 	 	 	 	 	                        2014 ~ 2015 
    学生生活協議会委員	 	 	 	 	 	 	 	                        2015 ~ 2016 
	 	 付属図書館情報システム仕様策定委員会 委員長	          2004及び 2014	  



	

社会活動に関する情報	

	

外部機関における活動	

・（財）日本電子工業振興協会・ソフトウェア技術委員会 
	 	 	 	 国際動向専門委員会   委員                           1987～1988 
	 	 	 	 	 	 	 	 同         委員長	                         1989～1990 
・（財）日本情報処理開発協会・ネットワーク AI専門委員会 
	 	     PlatformWG 主査	                                  1996~1997 
・（財）日本情報処理開発協会・ネットワークエージェント委員会	 幹事 
                                                 	          1999~2001 
・（財）情報処理相互運用技術協会・産業情報インフラストラクチャ 
       調査研究委員会 委員	                                 1997~1998 
 
・International Journal of Energy, Information and Communication (IJEIC), 

Editor-in-chief 	                                           2011~現在 
・International Journal of Computer Science and Network Security, 

IJCSNS.ORG Pub.,  Editorial Board Member                2005~現在 
・Applied Intelligence (International Journal of Artificial Intelligence, Neural 

Networks, and Complex-Problem Solving Technologies), Kluwer Academic 
Pub., Editorial Board Member                               1998~現在 

 
・Networld+Interop'98 Tokyo,  Conference session 09: Agent Technology,	

Session Chair,                                                  1998 
・International Conference on Parallel Processing (ICPP-2000),  
	 	 International Liaison Co-Chairs                                2000 
・1st International Workshop on Flexible Networking and Cooperative 

Distributed Agents (in conjunction with IEEE 7th International   
Conference on Parallel and Distributed Systems 2000),  Co-chair   2000 

・Fifth Pacific Rim International Workshop on Multi-Agents (PRIMA'02),  
	 	 General Chair                                                 2002 
・1st and 2nd International Workshop on Smart Technology for Energy, 

Information and Communication 2012 and 2013  (IW-STEIC 2012 and  
  2013),  General Co-Chair                                  2012～2013 
・ International Conference on Smart Technology for Energy, Information 

and Communication 2014 (IC-STEIC 2014),  General Co-Chair     2014 
・International Journal of Distributed Sensor Networks (IJDSN),   
  Special Issue on Advanced Applications of Wireless Sensor Network Using 

Sensor Cloud Infrastructure   Lead Guest Editor                  2013 
 



・International Symposium on Advanced and Applied Convergence,  
   International Advisory Board member                       2013~現在 
・The International Symposium on Multi-Agent Systems and Practical 

Applications  Honorary Chair                                    2013 
 
・IEEE 12th International Conference on Distributed Computing Systems, 

Executive committee member                                     1992 
・IEEE 1997 International Conference on Parallel and Distributed Systems, 

Program committee member                                      1997 
・IEEE 1998 International Conference on Parallel and Distributed Systems, 

Program committee member                                      1998 
・IEEE 15th International Conference on Information Networking, Program 

committee member                                               2000 
・IEEE 2001 International Conference on Parallel and Distributed Systems, 

Program committee member                                      2001 
・IEEE 9th International Conference on Networks (ICON2001), Program 

committee member                                         2000～2001 
・The 2001 Symposium on Applications and the Internet, IEEE-CS/IPSJ, 

Agents and the Internet Track, Program committee member         2001 
・The 2nd International Workshop on Assurance in Distributed Systems and 

Networks (ADSN'2003) IEEE, Program committee member          2003 
・THE 24th International Conference on Distributed Computing Systems 
   IEEE,  Program committee member                              2004 
・The 18th International Conference on Advanced Information Networking  
   and Applications (AINA 2004) IEEE,  Awards Co-Chair            2004 
・The 19th International Conf. Advanced Information Networking and 

Applications (AINA'05), Program committee mber                   2005 
• InterSociety-2005 Workshop, IEICE / Kyoto Univ.  General chair     2005 
・The 3rd International Conference on Ubiquitous Intelligence and 
   Computing (UIC-06)  Program committee member                 2006 
・The 4th International Conference on Ubiquitous Intelligence and  
   Computing (UIC-07)  Program committee member                 2007 
・International Conference on Knowledge Engineering and Ontology 

Development 2009 and 2010,  Program committee member     2009, 2010 
・The 18th ~ 30th	 Intern. Conf.  Industrial and Engineering Applications of  

Artif. Intell. & Exp. Systems (IEA/AIE-2006 ~ IEA/AIE-2018) 
     Program committee member                               2006~2018 
・The 2006 ~ 2018 IEEE/WIC/ACM Intern. Joint Conference on Web 

Intelligence and Intelligent Agent Technology (WI-2006 ~ WI-2018) 
     Program committee member                               2006~2018 



 
行政機関・企業・NPO等	

・建設省・東北地方建設局 東北 ITS 推進懇談会 委員	          1996~1998 
・文部科学省・科学技術政策研究所・科学技術動向研究センター 専門調査員 
                                                            2002~2012 
・総務省・東北総合通信局「災害時における情報通信システムの利用に関する

検討会」座長代理                                     2003.6 ~ 2003.9 
・総務省・東北総合通信局「災害時における情報通信システムの利用に関する

検討会」ワーキンググループ主査	 	 	                 2003.12 ~ 2004.3 
・宮城県・地域中核	 IT企業育成事業・選定・評価委員会  委員       2005 
・知的財産高等裁判所 （東京高等裁判所, 東京地方裁判所 および 大阪地方裁
判所 所属）専門委員	                                     2016~ 2018 

 
・（独）情報通信研究機構・JGN II R&D PJ  特別研究員        2004~ 2007 
・（独）日本学術振興会  
        特別研究員等審査会 専門委員                         2005~2007 
        国際事業委員会 書面審査員	                          2005~2007 
        科学研究費委員会 専門委員	                          2014~2018 
・（独）科学技術振興機構・研究開発戦略センター 俯瞰プロジェクト  
	 	 	   分科会サブリーダー                                        2008 
 
・ 一般財団法人 電気通信工学振興会  代表理事                2017~2018 
・ 社会福祉法人 チャレンジドらいふ	 評議員	                 2017~2019 
 

  



 

	

業績リスト	

 
 
I		著書・編書	

1. 木下哲男, "知識工学における知識表現手法", 「知識工学と自然言語処理の技
術・研究動向」第二章２節, pp.18-35, ソフトリサーチセンタ, 1983.7. 

2. 白鳥則郎, 菅原研次, 木下哲男,「人工知能」, 情報処理入門シリーズ 7, 共
立出版,  1987.8. 

3. 木下哲男, "経済エキスパートシステム (MEEX)",  「エキスパートシステム」
第 III章第 30節, pp.331-333, 日本工業技術センター,  1986.12. 

4. 木下哲男, "ニューラルネットワークの手書き英数字認識への応用", 「画像処
理産業応用総覧 (応用技術編)」第 21章第 7節, pp.589-592, （株）フジテ
クノシステム,  1994.4. 

5. 木下哲男, 菅原研次（共著）, 「エージェント指向コンピューティング  
      ～エージェントの基礎と応用～」, ソフトリサーチセンタ,  1995.10. 
6. 木下哲男 他 (共著),  (財)日本情報処理開発協会(編)「情報ネットワーク社
会の未来  ～サイバー社会を創る知的情報技術～ 」, 富士通ブックス,  
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